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 対象は、脂質異常症患者 30 例を、封筒法により無作為に割り付けし、ピタバスタチン群と食事
療法のみの対照群に分け、割付け前および４週間後の RLP-C、アポ蛋白、へパリン静注前リポ蛋
白リパーゼ蛋白量（以下 LPL mass）、血清脂質を 12 時間空腹時の採血にて測定した。 
 
 ピタバスタチン群の結果において、RLP-C は、他の血清脂質やアポ蛋白（アポ B-100、アポ E、
アポ C-II、アポ C-III）と同様に有意に減少したが(28.9％ p<0.01)、食事療法のみの対照群では
有意な変化は見られなかった。一方、アポ蛋白のうちアポ B-48 と、VLDL やカイロミクロンの
中性脂肪を加水分解する LPL mass に関しては、両群ともに有意な変化はみられなかった。 
 
 レムナント様リポ蛋白は、アポ B-100 を含むレムナント様 VLDL と、アポ B-48 を含むカイロ








本研究において、ピタバスタチン群で LPL mass の有意な変化は見られなかった。このことによ
り、RLP-C の減少は、LPL による VLDL やカイロミクロンの異化亢進によるものではないこと
が示された。 
 
 これらの結果から、ピタバスタチンによる RLP-C 減少のメカニズムは、レムナント様 VLDL














 対象は、脂質異常症患者 30 例を、封筒法により無作為に割り付けし、ピタバスタチン群と食
事療法のみの対照群に分け、割付け前および４週間後の RLP-C、アポ蛋白、へパリン静注前リポ
蛋白リパーゼ蛋白量（以下 LPL mass）、血清脂質を 12 時間空腹後の採血にて測定した。 
【結果】 
ピタバスタチン群の結果において、RLP-C は、他の血清脂質やアポ蛋白（アポ B-100、アポ
E、アポ C-II、アポ C-III）と同様に有意に減少したが(28.9％ p<0.01)、食事療法のみの対照群
では有意な変化は見られなかった。一方、アポ蛋白のうちアポ B-48 と、VLDL やカイロミクロン
の中性脂肪を加水分解する LPL mass に関しては、両群ともに有意な変化はみられなかった。こ
れよりピタバスタチンによる RLP-C の減少は、アポ B-100 を含むレムナント様 VLDL の減少によ
ることが示唆された。また、本研究において、ピタバスタチン群で LPL mass の有意な変化は見










副査の道川教授からは、1）レムナントの測定原理、2) アポ B-48 とアボ B-100 の動脈硬化惹起性
の相違、3）ピタバスタチンでアポ E が低下する理由はなぜか？等８項目の質問がなされ、第 2 副
査の大手教授からは主科の質問として、1)家族性高コレステロール血症の臨床像について、2) レ
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